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第 1 編 ― 第 2 章　今、求められる力を高めるための学習指導

第2章

第２章　 今、求められる力を高めるための学習指導

第１節　学習指導の基本的な考え方

１．探究的な学習  　 

探究的な学習とは、図のような問題解決的な活動が発展的に繰り返されていく一連の学習活動である。

こうした探究の過程は、およその流れのイメージであり、いつも順序よく繰り返されるわけではな

く、学習活動のねらいや特性などにより順序が前後する場合がある。

２．協同的な学習

総合的な学習の時間においては、特に、他者と協同して課題を解決しようとする学習活動を重視す

る。それは、多様な考え方をもつ他者と適切にかかわり合ったり、社会に参画したり貢献したりする

資質や能力及び態度の育成につながるからである。具体的には、次のような場面と生徒の姿が想定で

きる。

３．体験活動の重視

総合的な学習の時間では、体験活動を適切に位置付けた横断的・総合的な学習や探究的な学習を行

う必要がある。例えば、自然にかかわる体験活動、ボランティア活動など社会とかかわる体験活動、

ものづくりや生産、文化や芸術にかかわる体験活動などを行うことが考えられる。

①【課題の設定】  体験活動などを通して、課題を設定し課題意識をもつ
②【情報の収集】  必要な情報を取り出したり収集したりする
③【整理・分析】  収集した情報を、整理したり分析したりして思考する
④【まとめ・表現】気付きや発見、自分の考えなどをまとめ、判断し、表現する

①【多様な情報を活用して協同的に学ぶ】　 　  
②【異なる視点から考え協同的に学ぶ】
③【力を合わせたり交流したりして協同的に学ぶ】

総合的な学習の時間の改訂の趣旨を実現するために

は、問題解決的な活動が発展的に繰り返される探究的

な学習とすること、他者と協同して課題を解決する協

同的な学習とすることが重要である。加えて体験活動

を重視するとともに、思考力・判断力・表現力等をはぐ

くむ言語活動の充実を図ることが欠かせない。さらには、

各教科等との関連を意識した学習活動を展開すること

などを踏まえ、学習指導を行うことが大切である。

図　探究的な学習における生徒の学習の姿

■日常生活や社会に
目を向け、生徒が自
から課題を設定する。

■探究の過程を経由
する。
①課題の設定
②情報の収集
③整理・分析
④まとめ・表現

■自らの考えや課題
が新たに更新され、
探究の過程が繰り返
される。
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４．言語活動の充実

思考力・判断力・表現力等の育成を図る上で、体験したことや収集した情報を、言語により分析し

たりまとめたりすることを、問題の解決や探究活動の過程に適切に位置付けることが大切である。

言語活動を実施するに当たっては、例えば、国語科の言語活動例をはじめ、各教科等で行われてい

る言語活動との関連を図ることが大切である。

５．各教科等との関連

各教科等で身に付けた知識や技能を総合的な学習の時間において活用することによって、身に付け

た知識や技能は確かになり一層生きて働くようになる。一方、総合的な学習の時間での学習活動やそ

の成果が、各教科等の学習活動への意欲を高めたり学習を促進したりする。総合的な学習の時間と各

教科等との関連を意識した学習活動を工夫することが大切である。　

① 体験から感じ取ったことを表現する
　（例）　・日常生活や体験的な学習活動の中で感じ取ったことを言葉や歌、絵、身体などを用

　いて表現する

② 事実を正確に理解し伝達する
　（例）　・身近な動植物の観察や地域の公共施設等の見学の結果を記述・報告する

③ 概念・法則・意図などを解釈し、説明したり活用したりする
　（例）　・需要、供給などの概念で価格の変動をとらえて生産活動や消費活動に生かす

・衣食住や健康・安全に関する知識を活用して自分の生活を管理する

④ 情報を分析・評価し、論述する
　（例）　・学習や生活上の課題について、事柄を比較する、分類する、関連付けるなど考える

　ための技法を活用し、課題を整理する
・文章や資料を読んだ上で、自分の知識や経験に照らし合わせて、自分なりの考えを
　まとめて、Ａ４・１枚（1000 字程度）といった所与の条件の中で表現する
・自然事象や社会的事象に関する様々な情報や意見をグラフや図表などから読み取っ
　たり、これらを用いて分かりやすく表現したりする
・自国や他国の歴史・文化・社会などについて調べ、分析したことを論述する

⑤ 課題について、構想を立て実践し、評価・改善する
　（例）　・理科の調査研究において、仮説を立てて、観察・実験を行い、その結果を整理し、

　考察し、まとめ、表現したり改善したりする
・芸術表現やものづくり等において、構想を練り、創作活動を行い、その結果を評価
　し、工夫・改善する

⑥ 互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団の考えを発展させる
　（例）　・予想や仮説の検証方法を考察する場面で、予想や仮説と検証
　　　　　　方法を討論しながら考えを深め合う

・将来の予測に関する問題などにおいて、問答やディベートの
　形式を用いて議論を深め、より高次の解決策に至る経験をさせる

出典：中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要
領等の改善について　５．（４）　思考力 ･ 判断力・表現力等の育成」（H20. １.17）
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第2章

第２節　探究的な学習における学習指導

ここでは、課題発見・解決能力、論理的思考力、コミュニケーション能力等の育成に資する探究的

な過程を、「課題の設定」「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」に整理し、各過程における学

習活動の事例を以下のように紹介する。

学習過程 学習活動 ページ
課題の設定

　
体 験 活 動 な ど を 通 し
て、課題を設定し課題
意識をもつ

　事例①　体験活動を対比して課題を設定する
　事例②　資料を比較して課題を設定する
　事例③　グラフの推移を予測して課題を設定する
　事例④　対象へのあこがれから課題を設定する
　事例⑤　KJ 法的な手法で課題を設定する
　事例⑥　問題を序列化して課題を設定する
　事例⑦　ウェビングでイメージを広げて課題を設定する

20
21
21
22
22
23
23

情報の収集

必要な情報を取り出し
たり収集したりする

　事例①　アンケート調査で情報を収集する
　事例②　フリップボードで情報を収集する
　事例③　インタビュー前にチェックリストで確認して情報を収集する
　事例④　図書室や図書館で情報を収集する
　事例⑤　インターネットで情報を収集する
　事例⑥　ファクシミリで情報を収集する
　事例⑦　手紙で情報を収集する
　事例⑧　電話で情報を収集する
　事例⑨　電子メールで情報を収集する
　事例⑩　実験・観察を通して必要な情報を収集する
　事例⑪　ファイルに情報を集積する
　事例⑫　集めた情報をコンピュータフォルダに蓄積する

24
25
25
26
26
27
27
28
28
29
29
30

　整理・分析

収集した情報を整理し
たり分析したりして思
考する

　事例①　スクラップシートで整理・分析する
　事例②　図等で整理・分析する
　事例③　グラフで整理・分析する
　事例④　マップで整理・分析する
　事例⑤　座標軸の入ったワークシートで整理・分析する
　事例⑥　ベン図で整理・分析する
　事例⑦　メリット・デメリットの視点で整理・分析する
　事例⑧　「ビフォー・アフター」の視点で整理・分析する
　事例⑨　SWOT 分析で整理・分析する　
　事例⑩　ホワイトボードで整理・分析する
　事例⑪　ブレインライティングで整理・分析する

31
32
32
33
34
35
35
36
37
38
38

 まとめ・表現

気付きや発見、自分の
考えなどをまとめ、判
断し、表現する

　事例①　振り返りカードでまとめ・表現する　
　事例②　保護者や地域住民などに報告する
　事例③　自己評価カードを活用してまとめ・表現する
　事例④　プレゼンテーションでまとめ・表現する
　事例⑤　新聞でまとめ・表現する
　事例⑥　レポートでまとめ・表現する
　事例⑦　パンフレットでまとめ・表現する
　事例⑧　ポスターでまとめ・表現する
　事例⑨　パネルディスカッションでまとめ・表現する 
　事例⑩　シンポジウムでまとめ・表現する

39
40
40
41
41
42
42
43
44
44

コラム　言語活動の充実をめざすために…
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１．課題の設定

総合的な学習の時間では、生徒が自ら課題意識をもち、その意識を連続発展させることが欠かせな

い。しかし、生徒が自ら課題をもつためには、教師はただ待つのではなく、意図的な働きかけを行い、

学習対象とのかかわり方や出会わせ方などを工夫することが大切である。

課題の設定においては、次の点に配慮することが大切である。

＜具体的事例＞

○人、社会、自然に直接かかわる体験活動を重視すること
○生徒の発達や興味・関心を適切に把握すること
○これまでの生徒の考えとの「ずれ」や「隔たり」、理想と現実の対比などを大切にすること
○各教科等で身に付けた知識・技能を積極的に活用すること

【ポイント】

○予想を立てる

・調査活動前に、上流と下流

の違いについての予想を書

かせておくことで、現実の

姿との「ずれ」に気付きや

すくする。

○ノートやカードの利用

・気付きや発見、疑問に思っ

たことをその場ですぐに記

録できるノートやカードを

用意する。

○ ICT の活用

・必要に応じてカメラやビデ

オカメラなどの ICT を活

用する。

○教科等関連

・理科における、自然環境を

保全することの重要性を認

識することとの関連。

事例①　体験活動を対比して課題を設定する

「上流と下流の探検」「Ａ町とＢ町を歩く」など、比べて考えるような体験活動を位置付けるこ

とで、「どこがどう違うのか」「どうして違うのか」などの問題に気付き、課題へと高めていくこ

とが期待できます。

【実践例　○○川の水質調査活動】

下流は水の濁りが激
しく、パックテスト
の結果からも水質が
悪化していることが
分かる。同じ川なの
になぜこんなに違う
のか。

上流はパックテストの
数値がよい。植物や魚
の種類も多く、指標生
物から見ても水質のよ
さが明らかだ。
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第2章【ポイント】
○対比する資料の準備

・対比する資料は、視覚的にとらえやす
い写真や映像資料を活用する。

・提示する資料は、書籍や新聞、インター
ネットなどから選ぶことも考えられ
るが、実際の地域の様子を記録し、提
示することが大切である。

○提示の工夫
・プロジェクターなどデジタル機器を活

用すれば、資料を大きく提示でき、細
部にわたって確認できる。そこでは、
他者と協同的に話合いを進めることが
でき、問題点の共有化にもつながる。

○教科等関連
・社会科における、多面的多角的に考察

する力との関連。

事例②　資料を比較して課題を設定する

資料を提示するときにも、二つの資料を提示し比較することで生徒から疑問が生まれやすくな

ります。生徒は資料の違いからその原因を類推するなどして課題を明らかにしていきます。

【実践例　対比する二つの写真資料の提示】

例　        Ａ                           Ｂ
例１　河川の下流
例２　バリアフリーの公園
例３　２丁目の放置自転車

【ポイント】
○統計資料の準備

・生徒の予想と実際のデータとの間に
「ずれ」や「隔たり」が生じるよう
な統計資料を用意する。

○ワークシートの準備
・グラフから分かることや疑問点、今

後の対策について、自分の考えを書
く。

○教科等関連
　①表題、単位、数量を読み取る
　②傾向を読み取る
　③類推したり推論したりする
　④自分なりに説明する　など
　数学科における、資料の活用との関

連。

事例③　グラフの推移を予測して課題を設定する

グラフなどの統計資料の推移に着目することで、生徒は調査対象の今後を予測したり、問題点

を見出したりすることができます。生徒は、統計資料の読み取りを根拠に課題を明らかにします。

【実践例　二つのヒストグラムの提示】
例　新旧の貝の環境ホルモン含有率
　　

１　二つの資料の特徴をグラフから読み取る。
　　「グラフからいえることは何か」
　　「全体的にどのような傾向があるか」
　　「それぞれの特徴はどこにあるか」
２　各自で課題をもつ
　　「全体に含有率が高まってきている」
　　「含有率の高い割合が増えている。」
　　「環境ホルモン含有率が高まっている原因は何
　　か？」

例１　河川の上流
例２　普通の公園
例３　１丁目の自転車置
　　　き場
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【ポイント】
○探究的な学習にする

・特別活動の勤労生産・奉仕的行事と
しての職場体験を、総合的な学習の
時間に位置付ける場合は、探究的な
学習となるように、単元計画を適切
なものに見直すことが欠かせない。

○教科等関連
・特別活動との関連を意識し、職場体

験活動を総合的な学習の時間に位置
付ける場合には、例えば生徒が身近
で働く人に関心をもち、課題意識を
もって働くことなどを探究していく
ことになるような出会いの場面を設
定することなどが考えられる。

事例④　対象へのあこがれから課題を設定する

職場で生き生きと働く人との出会いは、生徒に「自分も深くかかわりたい」「その人に近付き

たい」という対象へのあこがれを抱かせます。対象のよさや価値を実感することで課題意識を高

めます。

【実践例　職場体験活動に向けて】

１　職業や仕事について関心を明らかにする。

２　身近で働く卒業生の話を聞く。　　　　　

【ポイント】
○付せんやカードの使い方

・付せん（カード）一枚に対して一
つの気付きや疑問を書くようにす
る。

○個別の疑問を集団の課題へ
・個別の疑問を集団の疑問にしなが

らグループや学級の課題として高
めていく。

○教科等関連
・国語科における、自分の考えとの

共通点や相違点を整理すること、
交流を通して材料を集め整理する
ことなどとの関連。

事例⑤　ＫＪ法的な手法で課題を設定する

カードを活用したＫＪ法的な手法を用いることで、体験活動などを通して生まれた気付きや疑

問を、類型化して課題を見いだすことができます。

【実践例　カードを基にした話合いから課題づくり】

１　体験活動後に調べたこと、疑問に感じたこと

　　を付せん（カード）に書く。

２　付せん（カード）を類型化する。

３　類型化した付せん（カード）にタイトルをつ

　　けたり、キーワードを見付けたりする。

４　タイトルやキーワードをもとに、話合いを　

　　通して課題を明らかにしていく。

３　働くことの苦労や喜びを聞く。

４　感想や考えたことを整理し、課題を明らか

　　にする。
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第2章【ポイント】
○課題の候補の取り出し

・キーワード化して取り出す。
○序列化するための視点の例

・実現可能かどうか
・社会的な価値があるか
・テーマとの整合性はとれているか　

など
○話合いを可視化して整理

・序列化する際には、話合いの様子が
可視化できるようにカードや板書な
どを工夫する。

○教科等関連
・国語科における、話題の方向をとら

えて的確に話すこと、互いの考えを
生かし合うことなどとの関連。

事例⑥　問題を序列化して課題を設定する

体験を通して明らかになった問題を序列化して整理することで、問題が焦点化され、追究した

い課題を見いだことができます。

【実践例　序列化を取り入れた課題の設定】

１　カードやフリップに課題の候補を取り出す。

２　序列化するための視点を考える。

３　視点を使って話し合い、課題を序列化する。

【ポイント】
○中心テーマの設定例

・各校で定める学年テーマ
・地域の特色など単元の題材となる事柄
・課題づくりのきっかけとなる体験

　など
○ウェビング図の分析

・明らかになった問題から課題を設定する
・細分化した問題から課題を見いだす

　など
○ウェビング図を基にした話合い

・他者の考えと比較する中で、問題の共
有化がなされ、課題意識の向上が期待
される。

○教科等関連
・社会科における、多面的・多角的に考

察する力との関連。

事例⑦　ウェビングでイメージを広げて課題を設定する

ウェビングを活用しイメージを広げることで、テーマを多面的にとらえたり、細分化して具体

的にとらえたりしながら課題を見出していくことができます。

【実践例　テーマからウェビング】
１　中心テーマを決める。　
２　ウェビングで自分の中のイメージを広げる。

３　完成したウェビング図を分析する。
　（例）・同じ内容を線で囲む
　　　 ・関連のあるキーワードを線でつなぐ

　　　   ・最も重要だと思うところに印を付ける
４　友達の考えと比較しながらグループや学級の課
　題を明らかにしていく。
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２．情報の収集

課題意識や設定した課題を基に、生徒は、観察、実験、見学、調査、探索、追体験などを行う。探

究活動の過程においては、生徒が自覚的に情報を収集する学習活動が展開されることが望ましい。

そこで、情報の収集においては、次の点に配慮することが大切である。

＜具体的事例＞

○体験を通した感覚的な情報の収集や数値化された客観的な情報の収集を行うこと
○課題解決のための情報収集活動を自覚的に行うこと
○その後の探究活動を深めるために、収集した情報を適切な方法で蓄積すること
○より多くの情報、より確かな情報の収集を行うために、各教科で身に付けた知識、技能を発

揮すること

【ポイント】

○調査用紙作成上の留意点

・調査の目的や調査の対象を誰に

するのかを明確にする。

・短く、分かりやすい質問文にす

る。

・短時間で回答できるよう質問項

目を多くしない。

・単純な質問から意見を問う質問

へ移っていくようにする。　

など

○教科等関連

・国語科における、必要に応じて

質問しながら聞き取ることとの

関連。

事例①　アンケート調査で情報を収集する

アンケートは、多くの人の意見を集めて、その傾向を知りたいときに行います。聞きたいこと

を、端的にし、答えやすい簡単な質問を用意することで、多くの人のデータ収集が可能になりま

す。また、質問の仕方や質問する相手によって、結果が異なってくるのでアンケートをとる前に、

計画を立てることも大切です。

【実践例　アンケート調査用紙の作成】

○○市に訪れた方へのアンケート
私たちは今、「○○市の魅力」につ
いての調査をしています…。

①　○○市には、観光でお越しです
　　か？
　　はい　　いいえ
②　何回目の訪問ですか？
　　初めて　（　）回
③　○○市の魅力は何ですか？
　　自然、温泉、食べ物、文化、
④　③についてなぜそう思うので
　　すか。

　

ありがとうございました。
　○○市立○○中学校１年１組

記述欄
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【ポイント】
○フリップボードの提示

・聞きたいことを端的に表
し、答えやすい質問を用意
する。

○フリップボードの工夫
・集計表をフリップボードと

一体化しておくなど、集計
の方法についても確認して
おく。

○教科等関連
・国語科における、社会生活

の中から材料を集め整理す
ることなどとの関連。

事例②　フリップボードで情報を収集する

フリップボードを提示してインタビューする方法は、質問内容が伝わりやすいだけでなく、言

葉と併用できるため、確実な情報収集にもつながります。また、短時間で回答が得られるので、

相手に迷惑をかけずにすみます。

【実践例　フリップボードを提示してインタビュー】

【ポイント】
○インタビューの目的

・何を知るためにインタビューす
るのか生徒自ら説明できるように
しておく。

○内容の再検討
・訪問前にインタビューメモを作

成し、内容を吟味しておく。
○事前の調整

・生徒が連絡する前に、訪問先に
趣旨を伝え、事前に連絡調整を行
うようにする。

○教科等関連
・国語科における、社会生活の中か

ら材料を集め整理することなどと
の関連。

事例③　インタビュー前にチェックリストで確認して情報を収集する

インタビューのポイントをおさえ、インタビュー活動の準備を計画的に行うことで、専門的な

立場の人の知識や経験、努力や工夫など、必要な情報を相手から直接得ることができます。

【実践例　インタビュー前のチェックリスト】

〈インタビューの手順〉
インタビューへのお礼を言う→自己紹介をする→インタ
ビューの目的を説明する→インタビューを始める→イン
タビュー後のお礼を言う

・地域には、外国の人が  
多いから、英語と韓国
語の説明も入れておこ
う。

・集計表も入れておこう。

　温室効果ガス 25％削
減に向けて、ご自身も
生活を改善しようとお
思いますか？
ＹＥＳ　or　ＮＯ
　具体的にはどのよう
なことですか？

チェック項目 チェック欄

①質問する目的が説明できる

②質問する内容が整理してある

③質問者、記録者などの役割を決めてある

④記録用紙、カメラ等の取材道具の準備ができている

⑤訪問先に予約をとってある

⑥訪問する相手の名前が言える

⑦訪問する相手に質問する内容を伝えてある

⑧訪問先の行き方や費用を確認してある
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【ポイント】
○図書分類法による検索

・図書室や図書館の本
は、決められた分類法
によって内容別に並ん
でいることを伝え、目
的の本を探せるように
する。

○コンピュータによる検索
・事前に必要な書籍の情

報（題名、作者名、出
版社名等）を調べてお
く。

○情報源のメモ
・調べ学習においては、

情報源を必ず明らかに
しておくようにする。

事例④　図書室や図書館で情報を収集する

探究的な学習において生じる多様な疑問の解決のために、学校図書館や公立図書館での情報収

集は有効です。豊富な蔵書の中から目的に合った書籍等の検索方法を身に付けることで、図書室

や図書館をよりよく活用することができます。

【実践例　図書検索の手順】

〈コンピュータ検索〉
図書館にあるコンピュータの検索画面に「書籍名」「作者名」「出
版社名」等、見付けたい書籍の情報を入力する。
〈情報源のメモ〉
□どこから
□いつ（新聞ならば、発行日）
　　　（書籍ならば、刊行された年月）

【ポイント】
○情報の信憑性

・ホームページにのっていることが確
かな情報であるかどうか判断する。

○著作権への配慮
・必要な情報を簡単に入手できるが、

著作権等へも配慮する。
○情報モラルの育成

・情報化社会で適切に行動できる力
を育てる。

○実感を伴う工夫
・探究的な学習の充実のためには、

インターネットで調べるただけに
止まらず、実際に調査活動を取り
入れるなどして実感の伴う学習と
する。

○教科等関連
・技術・家庭科における、基本的な

情報処理の仕組みを知ることとの
関連。

事例⑤　インターネットで情報を収集する

生徒の多様な疑問に対して瞬時に情報を検索できるインターネットは便利です。検索の方法を

身に付けることで、膨大な情報の中から目的に応じた情報を適切に取り出すことができます。

【実践例　インターネットで検索】
１　アドレスを入力して該当の情報を得る。

　　http:www. ○○○○○○○○○ .co.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　

ユーザー名　会社を表す　日本を表す

２　サーチ（検索）エンジンを選択しキーワードを入
　力して検索する。
　（生徒向けのサイトは多数ある）

　

　　　　　　　　

３　ホームページ上にリンクされたメニューから検索
する。

000 総記
100 哲学
200 歴史
300 社会学
400 自然科学
500 技術・工学
600 産業
700 芸術・美術
800 言語
900 文学

400 自然科学
410 数学
420 物理学
430 化学
440 天文学・宇宙科学
450 地球科学・地学
460 生物化学
470 植物学
480 動物学
490 医学・薬学

450
チ
１
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【ポイント】
○事前の準備や相手への配

慮
・送る直前に電話して

ファクシミリを送るこ
とを伝える。

・送り間違いのないよう
にファクシミリ番号を
確かめる。

・濃い鉛筆やボールペン
で書くようにする。

・図表などを添付し、相
手に質問の意図が分か
りやすく伝わるように
する。

など

事例⑥　ファクシミリで情報を収集する

ファクシミリを使用すると、多くの質問項目や図表を添えたものにも意見をもらうことができ

ます。また、手紙よりも時間をかけずに必要な情報収集ができます。

【実践例　FAX 用紙への書き方】

【ポイント】
○手紙を送る際の留意点

・字は読み手を意識し、丁寧に
読みやすく書く。

・返事をいただく場合はこちら
の宛て先を書いた返信用封筒
やはがきを同封する。

・礼儀の面でも失礼のないよう
に十分に配慮する。（挨拶・お
礼等）

・所在確認が可能であれば、
事前に教師が電話等で確認し
て送付するとよい。

事例⑦　手紙で情報を収集する

手紙を活用した情報収集を行うことで、生徒は直接会うことが難しい専門機関や専門的な立場

の人から必要な情報を得ることができます。手紙は、時間はかかりますが、ファクシミリや電話

に比べ丁寧な情報収集の手段です。

【実践例　手紙の書き方】
１　相手の名前
２　あいさつ
３　自己紹介
４　手紙を書いた理由を
　　伝える

○どのようなテーマで
学習しているのか。

○現時点で自分たちの
わかっていること、
考えなど。

５　質問は分かりやすく
　　箇条書きにし、具体
　　的に書く
６　日付
７　自分の名前

１　日付

２　相手の名前

３　自分の学校、学年、名前

４　学校の住所、FAX 番号

５　タイトル

６　あいさつ、FAX の目的

７　回答の期日

（質問紙を添付）

　　　　　○年○月○日
□□□□□御中
（　枚中　　枚）
○○中学校　○年　名前
　　　　　学校の住所
電話番号・ファクシミリ番号

○○区のバリアフリーの質問

についてご連絡します。

さきほどお電話した○○です。電話
でもお話しましたが、○○区のバリ
アフリーについて調べています。
２枚目に質問を書きましたので教え
てください。
　お忙しいと思いますが、○月○日
までにご回答ください。よろしくお
願いいたします。

○○市環境保全課
課長　　□□　様

　はじめてお手紙さしあげます。私
は○○中学校２年生の△△△△と申
します。私たちのグループでは、空
き缶のリサイクルについて学習をし
ています。市で回収している空き缶
をどのようにリサイクルしているか
についてお聞きしたく手紙を書きま
した。
　お忙しいところすみませんが、次
のことについて教えてください。　
　　　　　　　　　　　
１．リサイクルされた空き缶について
２．空き缶のリサイクルに使われる市
　　の予算
３．今後の対策について
　　どうぞよろしくお願いたします。

　　年　月　日　　
　　　　　　　　　　　△△△△
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【ポイント】
○目的の明確化

・目的を明確にしてから
電話をかけるようにす
る。

・自分の考えを伝えてか
ら、相手から情報をも
らうようにする。

・相手の反応、答えを予
測し、さらに詳しく聞
くための質問を考えて
おく。

○マナーへの配慮
・言葉遣いなどの電話

のマナーに十分気を付
けるようにする。

事例⑧　電話で情報を収集する

電話を活用した情報収集を行うことで、様々な立場の人から課題解決に必要な情報を集めるこ

とができます。見えない相手から生徒がよりよく情報を収集するために以下のようなカードを用

いることも考えられます。

【実践例　電話による情報収集カード】

【ポイント】
○相手への配慮

・表題が内容を端的にま
とめているものか、始
めに宛先、最後に自分
の名前が書いてあるか
を確認する。

・相手に意図が伝わる内
容か読み返す。

○ウィルスへの注意
・知らない人のメールは

開かないようにする。
○プライバシーの保護

・個人情報をのせないよ
うにする。

○教科等関連
・技術・家庭科における、

情報利用の仕組みを知
ることとの関連。

事例⑨　電子メールで情報を収集する

電子メールを活用した情報収集を行うことで、直接会うことが難しい相手から必要な情報を得

ることができます。

【実践例　電子メールの書き方】

項目 計画メモ
１ 相手

電話番号
【　　　　　　　　　　　　　　様】
０３－　　　－

２ 電話をする人 わたしは、○○中学校の（　）と言います。
３ テーマと調べてい

ること
「　　　　　」というテーマで、
「　　　　　」について調べています。

４ 考えを聞いてほし
い場合

（例）これまでの調査から、
　　　…という考えをもちました。
　　　どう思われますか？

質問に答えてほし
い場合

（例）これまでの調査から
　　　…という疑問をもちました
　　　詳しく教えていただけますか？

５ 質問の答え
６ さらに聞く

質問
（例）～について調べたいのですが
　　　どこで情報が得られますか？

７ 新たにもった
疑問	

相手の電子メールアドレ
スを正確に入力する。

内容は、できるだ
け簡潔にまとめる
ようにする。

表題は、相手に分かり
やすいものにする。
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【ポイント】
○測定の目的

・何のために測定するのかを
明らかにしておく。

○測定方法の工夫
・自分の手で実際にできる測定

方法を考える。
○分析・考察のための収集

・現象を原因と結果の関係でみ
るため表などにまとめ、デー
タに基づいて考察する。

○データの信憑性を高める
・測定は、何度も行い平均値を

求めることも大切である。
○教科等関連

・理科の実験方法との関連。

事例⑩　実験・観察を通して必要な情報を収集する

生徒は、科学的な方法による実験・観察を通して、客観的なデータを手に入れ、自分の考えを

確かにするだけでなく、自分の考えを説得力のある提案へと高めていくことができます。

【実践例　パックテストによる調査】
　地域の河川の水質調査において水の汚れを示すＣＯＤ
（化学的酸素要求量）の値をパックテストで測定する。科
学的に測定することで、汚れの程度を客観的に知ることが
できる。

【ポイント】
○ポートフォリオ

・書く活動を重視し、
様々な体験活動の記録
を文章として蓄積して
いく。

○時系列の並びから内容
　の並びへ

・集めた情報は、はじ
めは時系列に並んでい
る。これを同じ内容で
まとめることは、情報
の整理・再構成をする
ことにつながる。

事例⑪　ファイルに情報を集積する

活動の記録や収集した資料にインデックスやタイトルをつけて整理することで、情報が内容ご

とに整理されるだけでなく、情報を再確認したいときや、自己の歩みを振り返りたいときなどに

簡単に取り出すことができます。

【実践例　ポートフォリオの作成】

地点 COD 値
（mg 毎リットル）

気付いたこと

　Ａ　 0,5 ～ 1,0 きれいな流れ
　Ｂ　 0,5 ～ 1,0 魚がたくさん
　Ｃ　 0,5 ～ 1,0 周辺にゴミが…
　Ｄ ※ 1,0 ～ 5,0 においがきつい

※家庭排水が流れ込む地点

１　集めた情報を時系列でファイ

リングしていく。日付や通し
番号を付けておくとよい。　
小さいサイズのものは台紙に
貼り付けてファイリングする
と散逸しにくい。

２　時系列でファイリングしていた情報を、分野ごとに整理す
るなどして再構成を行う。その際「タイトル」や「小見出
し」などを付ける活動は内容を見直すことや振り返ること
にもつながる。

0,5 ～ 1,0 ㎎毎㍑を示した
水は問題ない。でも地点Ｄ
は、1,0 ～ 5,0 ㎎毎㍑を示
していて水はかなり汚染さ
れていることが分かった。

近くで流
れ込む生
活排水が
原因だと
思うわ。
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【ポイント】
○ ICT の活用

・ICT を積極的に活用
できるように指導す
る。

　（ワープロソフト、
プレゼンテーション
ソ フ ト、 表 計 算 ソ
フトによるグラフ作
成、 画 像 の 編 集 な
ど）

○情報の共有化
・フォルダを作成し、

資料を内容ごとに整
理し、データを共有
できるようにする。

事例⑫　集めた情報をコンピュータフォルダに蓄積する

調査したことをコンピュータのフォルダに蓄積していくことで、体験活動等で集めた多様で膨

大な情報を整理して保存することができます。蓄積した情報の取り出しが容易になるだけでなく、

コンピュータ内のソフトを活用してグラフや表に加工することも容易になります。

【実践例　フォルダで整理】
１　コンピュータに調査内容に応じてフォルダをつくる。

フォルダ１「川の水質調査のデータ」→（上流、中流、下流）
フォルダ２「インタビュー結果」→（専門家、地域、保護者）　
フォルダ３「インターネット情報」→（川に関すること、生き物

に関すること、行政の取組、他地域の情報）
フォルダ４「アンケートの結果」→（項目別、調査日別、地域別、

年代別、その他記述の内容別）
フォルダ５「現地取材の画像・映像」→（調査日別、種別、エリ

ア別、対象別）
２　集めた情報をフォルダに整理して保存する。

　　　　　　　　　

３　作成したフォルダを共有し合えるようにする。
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